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牡
蠣
シ
ー
ズ
ン
到
来 

大
船
渡
の
牡
蠣
は
、
三
〇
日
に

出
発
式
が
行
わ
れ
、
築
地
に
出
荷

さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
時
期
、
牡
蠣
の
養
殖
を
し

て
い
る
漁
家
で
は
、
「
そ
れ
は
、

朝
で
は
な
く
て
、
夜
で
す
よ

ね
？
」
と
い
う
時
間
か
ら
牡
蠣
剥

き
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。
（
早

い
と
こ
ろ
で
は
、
深
夜
〇
時
と
か

一
時
と
か
！
） 

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
大
船
渡
市

の
牡
蠣
は
品
質
が
良
い
と
評
価

さ
れ
、
築
地
で
も
高
値
で
取
引
さ

れ
て
い
ま
す
。「
短
い
シ
ー
ズ
ン
、

今
が
稼
ぎ
時
！
」
と
ば
か
り
に
寝

る
間
も
惜
し
ん
で
牡
蠣
と
格
闘

し
て
い
る
の
で
す
。 

夜
明
け
の
美
し
さ
を
毎
日
の

様
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
早
起
き

の
ご
褒
美
で
す
。
夜
明
け
前
の
星

は
空
気 

が
澄
ん 

で
い
て 

と
て
も 

キ
レ
イ 

で
す
。 

冬
の
星 

座
、
オ 

リ
オ
ン 

座
が
輝
い
て
い
ま
す
よ
。 

こ
れ
か
ら
食
べ
過
ぎ
飲
み
す

ぎ
の
増
え
る
冬
が
や
っ
て
き
ま

す
が
、
牡
蠣
は
海
の
ミ
ル
ク
と
呼

ば
れ
る
完
全
栄
養
食
。
疲
労
回
復

や
肝
臓
の
疲
れ
に
効
果
的
。
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
圧
を
下
げ
て

く
れ
た
り
、
貧
血
の
予
防
に
も
な

り
ま
す
。
牡
蠣
を
食
べ
て
寒
い
冬

を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

ち
な
み
に
現
在
の
築
地
市
場

は
一
〇
月
一
一
日
か
ら
豊
洲
に

移
転
に
な
り
ま
す
。
問
題
に
な
っ

て
い
る
地
下
の
汚
染
水
は
、
対
策

工
事
、
追
加
工
事
と
行
わ
れ
た
よ

う
で
す
が
、
改
良
さ
れ
て
い
る
の

か
な
・
・
？ 

 
 

 

幸
・
Ｋ 

 

一
〇
月
二-

三
日
、
地
域
別
最

低
賃
金
が
改
正
発
効
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
構
成
単
組
の
協
力
の

基
に
幹
事
会
役
員
は
、
朝
七
時
か

ら
キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡
前
交
差

点
、
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
前
交
差
点
で

周
知
ボ
ー
ド
や
幟
を
掲
げ
て
、
出

勤
の
通
行
車
両
に
呼
び
か
け
る

街
頭
行
動
を
実
施
し
た
。 

県
内
の
中
小
・
未
組
織
労
働

者
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
労
働
条
件

の
改
善
を
図
る
た
め
、
岩
手
県
地

域
別
最
低
賃
金
の
改
正
は
、
八
月

二
二
日
の
最
低
賃
金
審
議
会
で

採
決
し
、
「
平
成
三
〇
年
度
岩
手

地
方
最
低
賃
金
」
が
一
〇
月
一
日

か
ら
発
効
さ
れ
、
正
社
員
、
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
問
わ
ず
、
岩

手
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
。 

今
年
度
は
、
東
北
最
下
位
か
ら

の
脱
却
の
思
い
で
、
最
低
賃
金
引

き
上
げ
の
必
要
性
を
重
く
認
識

し
、
審
議
会
で
取
り
組
み
、
目
安

に
プ
ラ
ス
一
円
の
二
四
円
の
引

き
上
げ
で
額
が
決
定
さ
れ
、
時
給

は
七
六
二
円
に
改
正
さ
れ
る
。 

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す

る
全
て
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
、

違
反
し
た
場
合
は
五
〇
万
以
下

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
。 

「
最
賃
の
改
正
額
を
知
ら
な

か
っ
た
」
な
ど
で
最
低
賃
金
が
守

ら
れ
な
い
、
ま
た
、
中
小
企
業
の

経
営
悪
化
に
伴
い
、
し
わ
寄
せ
の

労
働
者
へ
の
転
嫁
、
不
払
い
残

業
、
賃
金
引
下
げ
、
解
雇
を
は
じ

め
と
す
る
労
働
問
題
の
発
生
を

防
ぐ
た
め
、
気
仙
地
協
は
、
街
頭

行
動
、
街
宣
（
一
〇
月
四
日
）
、

チ
ラ
シ
の
新
聞
折
込
（
九
月
三
〇

日
）
、
地
域
紙
に
行
動
記
事
を
掲

載
す
る
な
ど
、
最
低
賃
金
の
発
効

と
改
正
金
額
の
周
知
を
図
っ
た
。 

ま
た
、
一
〇
月
五
～
六
日
に

は
、
連
合
気
仙
事
務
室
に
「
な
ん

で
も
労
働
相
談
」
を
開
設
し
た
。 

 発効は、2018 年 10 月 1 日

からになります。今年度は、目

安額を１円上回り 24 円の引き

上げで金額が決定されました。 

気
仙
地
区
の
労
働
三
団
体

は
、
七
月
二
〇
日
に
戸
田
公
明

氏
と｢

政
策
協
定｣

を
締
結
し
て

大
船
渡
市
長
選
挙
の
推
薦
を
確

認
し
た
。
そ
の
後
、
総
合
選
対

を
結
成
し
九
月
一
〇
日
に
は
、

｢

戸
田
公
明
市
政
報
告
会｣

を
シ

ー
パ
ル
大
船
渡
で
開
催
し
た
。 

梅
木
委
員
長
は
、｢

震
災
復
興

が
進
ん
で
い
る
が
課
題
も
あ

る
、
社
会
的
な
現
象
や
行
政
の

動
向
は
私
た
ち
の
生
活
に
影
響

を
与
え
る
、
皆
さ
ん
の
力
を
結

集
し
頑
張
ろ
う｣

と
挨
拶
。 

来
賓
の
水
野
後
援
会
会
長
、

田
村
県
議
会
議
員
か
ら
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
後
、
戸
田
氏
か
ら

市
政
の
動
向
や
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
い
た
。 

現
在
、
六
割
し
か
建
物
が
建

て
ら
れ
て
い
な
い
、
市
内
の
買

い
上
げ
地
の
活
用
や
中
赤
崎
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
ゾ
ー
ン
の
中
腹

に
県
道
、
下
船
渡
の
県
道
を
嵩

上
げ
し
て
通
す
。
計
画
し
た
復

興
が
終
わ
っ
た
後
の
経
過
記
録

の
作
成
な
ど
、
震
災
前
よ
り
高

い
と
こ
ろ
に
着
地
さ
せ
る
た
め

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
と
な
る
。 

 

こ
の
間
、
情
報
共
有
に
よ
る

行
政
の
効
率
化
、
Ｈ
Ｐ
の
活
用
、

二
五
〇
人
の
起
業
、
国
保
の
赤
字

補
填
を
次
年
度
予
算
か
ら
支
出

し
て
い
た
が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬

品
や
医
療
連
携
に
よ
り
検
査
重

複
を
下
げ
て
経
費
を
削
減
な
ど
。 

 

ま
た
、
復
興
後
の
課
題
解
決
に

向
け
て
、｢

内
外
に
山
積
み
す
る

多
様
な
地
域
課
題
の
克
服
に
挑

戦
し
、
地
域
産
業
を
活
性
化
し
て

市
民
所
得
の
向
上
と
人
口
減
少

の
歯
止
め
に
全
力
を
尽
く
す｣

目

標
と｢

少
子
化
の
歯
止
め
を
か
け

つ
つ
、
親
子
３
代
の
家
庭
を
増
や

し
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な

持
続
す
る
ま
ち
づ
く
り
推
進｣

な

ど
、
一
一
の
課
題
を
あ
げ
た
。 

 

 

九
月
一
四
日
、
大
船
渡
市
魚

市
場
に
お
い
て
気
仙

S
h

in
e
 

u
p

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
管
し

て
、
神
田
由
香

Y
s
u

p
p

o
rt

代
表
を
講
師
に
「
働
き
方
改

革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
第
二
話
を

開
催
し
た
。 

講
演
に
先
立
ち
坪
井
リ
ー

ダ
ー
は
、
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
「
男
女
平
等
参
画
に
関
す

る
課
題
」
を
扱
い
、
色
々
な

場
面
で
発
生
す
る
男
女
間
の

格
差
解
消
、
男
女
が
い
き
い

き
と
働
き
、
生
活
で
き
る
環

境
整
備
に
向
け
て
各
単
組
の

担
当
者
の
方
々
と
意
見
交
流

を
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。 

講
師
の
神
田
氏
は
、
「
最
近

怒
っ
た
出
来
事
」
つ
い
て
問

い
、
怒
り
の
原
因
を
分
析
し
、

“
～
で
あ
る
べ
き
”
と
い
う

理
想
が
現
実
と
異
な
る
と
怒

り
を
感
じ
る
。
事
実
を
受
け

止
め
、
見
方
を
変
え
る
と
怒

り
が
消
え
る
。「
怒
り
を
な
く

す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
心

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
毎
日
が

楽
に
な
る
。
是
非
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
」
と
語
っ
た
。 

日時: 11 月１2 日(月) 
1８時３０分 開会 

場所: 大船渡市民文化会館 
（リアスホール）大ホール 

◇基本政策◇ 
復興計画の期間内の完了と 
少子高齢化・人口減少踏まえ 
た地方創成の推進で 

創造的復興の実現 

声を掛け合い皆んなで参加しよう！ 

六
月
二
八
日
か
ら
七
月
八
日
に
か
け
て
発

生
し
た
台
風
七
号
等
に
よ
る
豪
雨
被
害
は
、

中
国
・
四
国
地
方
を
中
心
に
河
川
の
氾
濫
、

浸
水
害
、
土
砂
災
害
を
も
た
ら
し
、
死
者
が

二
一
〇
名
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
と
な
っ

た
。
連
合
本
部
は
、
被
害
状
況
の
把
握
や
要

望
調
査
に
入
り
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
連
合

岡
山
・
広
島
・
愛
媛
に
対
し
、｢

連
合･

愛
の

カ
ン
パ｣

か
ら
五
〇
〇
万
円
を
届
け
た
。 

連
合
岩
手
は
、
災
害
救
援
基
金
会
計
か
ら

二
〇
万
円
を
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
に
送
金
、
街
頭

カ
ン
パ
と
各
地
の
二
〇
一
八
平
和
運
動
に
合

わ
せ
た
カ
ン
パ
活
動
、｢

く
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
天
応
サ
テ
ラ
イ
ト｣

に
地
協
事
務

局
長
を
中
心
に
三
回
に
わ
た
り
派
遣
し
た
。 


